
肺性肥大性骨関節症の認められた皮膚腫瘍の肺転移と思われる犬の１例
2 0 0 7 . 6 動 臨 研 合 同 カ ン フ ァ レ ン ス 要 旨 よ り

【症 例】

シ ー ズ ー ， 雄 ， 5歳 6カ 月 齢 ， 体 重 6 . 8 0 k g。

【 主 訴 】
他 院 で 肺 性 骨 肥 大 性 関 節 症 と 診 断 さ れ ， 胸 部 CT検 査 を 含 め た 精 査 希 望 。

【 ヒ ス ト リ ー 】

生 活 環 境 ： 室 内

食 事 ： 2カ 月 前 ま で 市 販 ド ッ グ フ ー ド （ ド ラ イ ） ， 現 在 は 自 家 調 理 食 （ 肉 と 野 菜 ）

予 防 歴 ： 8種 ワ ク チ ン 接 種 ， フ ィ ラ リ ア 予 防 は 毎 年 実 施

既 往 歴 ： 1～ ２ 年 前 に 他 院 で 鼠 径 部 皮 膚 腫 瘍 切 除

現 病 歴 ： ２ カ 月 前 よ り 階 段 を 上 れ な く な り エ ズ キ 様 の 咳 嗽 あ り 。 A病 院 で エ ー ス ワ ー カ 錠 と

ケ ト フ ェ ン を 処 方 さ れ る も 改 善 が な く ， 3週 間 前 に B病 院 に 転 院 。 肺 炎 ま た は 肺 腫 瘍 の 疑 い を

指 摘 さ れ ， 点 滴 と 抗 生 物 質 投 与 を 9日 間 実 施 。 8日 前 に は 食 欲 不 振 の た め さ ら に C病 院 を 受 診

し た と こ ろ ， 肺 転 移 を 伴 う 末 期 の 骨 肉 腫 と 診 断 。 翌 日 B病 院 で 再 度 四 肢 の レ ン ト ゲ ン 検 査 を 実

施 し ， 四 肢 の 長 骨 を 中 心 に 広 範 囲 に 骨 増 殖 所 見 が 認 め ら れ 肺 性 肥 大 性 骨 関 節 症 と 診 断 （ 図

１ ） 。 病 名 お よ び 病 態 を 明 確 に し て 欲 し い と の こ と で 精 査 の た め B病 院 の 紹 介 で 当 院 来 院 。

【 身 体 検 査 所 見 】
体 温 39 . 2℃ ， 臍 ヘ ル ニ ア ， 外 耳 炎 ， 趾 間 炎 ， 左 眼 球 腫 大 と パ ン ヌ ス ， 膝 窩 リ ン パ 節 軽 度 腫 大 ，
四 肢 軽 度 疼 痛 ， 肺 音 や や 粗 励 ， 心 雑 音 な し 。

【 臨 床 検 査 所 見 】

◎血液学的検査
好酸球数（846/μl）の極軽度上昇，APTT（25.4sec）の軽度延長以外は異常はなかった。

◎血液化学検査
肝パネルと腎パネルにおいてALP（234U/L)とBUN(35.7mg/dl）の軽度上昇と軽度の代謝性アシドーシス所見を認め

た。その他の検査およびコルチゾールと甲状腺ホルモン（T4，FT4）は正常範囲であった。

◎胸部単純Ｘ線検査 （図 ２ ）
心 臓 後 方 の 後 大 静 脈 背 側 領 域 と 左 側 後 葉 に マ ス 状 に 不 透 過 性 陰 影 が 認 め ら れ ， 腫 瘍 の 肺

転 移 巣 を 疑 わ せ る 球 状 の 不 透 過 性 陰 影 が 複 数 散 見 さ れ た 。

◎胸部腫瘤超音波検査 （図 ６ ）
左 胸 壁 か ら の 超 音 波 検 査 で 内 部 が 実 質 性 エ コ ー の マ ス 病 変 が 確 認 さ れ た 。

◎胸部CTＸ線検査 （図 ３～ ５ ）
後 大 静 脈 背 側 と 左 後 葉 に チ ャ ボ 卵 大 で 内 部 に 石 灰 化 を 伴 う 腫 瘤 病 変 を 認 め ， 左 後 葉 は 全

域 で 無 気 肺 化 が み ら れ た 。 ま た 右 側 後 葉 を 中 心 に 腫 瘍 の 転 移 病 変 と 思 わ れ る 粟 粒 大 か ら ど
ん ぐ り 大 の 球 状 結 節 陰 影 が 複 数 散 見 さ れ た 。

◎肺腫瘤生検
C T検 査 後 ， 左 胸 壁 か ら エ コ ー ガ イ ド 下 で 1 8 Gツ ル ー カ ッ ト 針 で 生 検 を 行 っ た 。 病 理 組 織 検

査 で は 肺 に は 存 在 す る は ず の な い 毛 包 系 の 分 化 を 示 す 上 皮 細 胞 の 増 殖 が 確 認 さ れ た 。

【 診 断 と コ メ ン ト 】
毛 包 系 腫 瘍 の 肺 転 移 お よ び 肺 腫 瘍 に 随 伴 し た 肺 性 肥 大 性 骨 関 節 症 。 現 在 皮 膚 に 腫 瘍 病

変 は 確 認 さ れ て お ら ず ， 1～ ２ 年 前 に 切 除 し た 鼠 径 部 皮 膚 腫 瘍 が 悪 性 （ 浸 潤 性 ） 毛 包 上 皮 腫

ま た は 悪 性 毛 母 腫 で あ っ た 可 能 性 が 高 い の で は な い か と 思 わ れ る 。 肺 内 の 小 さ な 小 腫 瘤 は

大 き な 転 移 病 巣 か ら の 肺 内 転 移 と 思 わ れ ， い ず れ に し て も 予 後 不 良 と 思 わ れ る 。 こ の た め ，

治 療 は 肥 大 性 骨 関 節 症 に 関 し て は 疼 痛 管 理 ， 肺 腫 瘍 に 関 し て は 咳 の コ ン ト ロ ー ル と 肺 炎 予

防 に つ と め ， 臨 床 症 状 悪 化 時 に は 安 楽 死 を 提 案 し ， 紹 介 も と へ 戻 し た 。

本 症 例 で は ， １ ～ ２ 年 前 に 皮 膚 腫 瘍 切 除 の 際 に 飼 い 主 が 病 理 検 査 の 必 要 性 の 有 無 を 担 当

獣 医 師 に 確 認 し て い る が ， 形 態 的 に み て 良 性 で 病 理 検 査 は 不 要 と い わ れ た と の こ と で あ っ た 。

ま た ， 今 回 の 肺 性 肥 大 性 骨 関 節 症 に 関 し て は ， 別 病 院 で は 末 期 の 肺 転 移 を 伴 う 骨 肉 腫 と 診

断 さ れ る な ど ， 遺 憾 に 思 わ れ る 経 緯 が あ り ， 腫 瘍 性 疾 患 時 に お け る 病 理 診 断 の 重 要 性 を 認 識

さ せ ら れ る 症 例 で あ っ た 。

図 １ 他 院 四 肢 レ ン ト ゲ ン 写 真 図 ２ 初 診 時 胸 部 レ ン ト ゲ ン 写 真

図 ３ 初 診 時 単 純 CT写 真 （ 左 ： ア キ シ ャ ル 像 ， 中 央 ： コ ロ ナ ル 像 ， 右 ： サ ジ タ ル 像 ）

図 ４ 初 診 時 3D-CT写 真 （ ボ リ ュ ー ム レ ン タ リ ン グ 像 ， 中 央 と 右 は 造 影 CT）

図 ６ 左 肺 腫 瘤 の 超 音 波 像

図 ５ 肺 野 （ 気 管 支 ） 3D -CT像


